
平成 21年度秋田大学公開講座度秋

地球を調べ
資源を考える秋田県は石油や金属資源などの

記録した約 2000 万年前から

現在までの地層群を

詳細に観察することが出来る

我が国でも有数の地域です。

本講座では秋田に

なぜ地下資源が存在するのかを

学び理解することを目的に、

関連する地層群を詳細に観察できる

男鹿半島で岩石・化石を

調査 / 観察実習します。

とくに、岩石の見方とそれから得られる

資源地質学的な情報の調査方法を

重点的に学ぶほか、

石油生産施設などを見学し、

秋田の地下資源を

より身近なものとして

理解できるよう実習します。

9 月 26 日
8:30 ～ 17:10

工学資源学部 2号館　B312 講義室
男鹿半島野外調査フィールド男鹿半島野外調査フィールド

講師
秋田大学工学資源学部地球資源学科
　　教　授　　佐藤　時幸
　　教　授　　杉本　文男
　　准教授　　今井　忠男
　　助　教　　山﨑　 誠

日時
2009 年

主催／秋田大学

場所

秋田県は石油や金属資源などの

多くの地下資源を有するばかりでなく

それら資源形成と関連した環境変動を

記録した約 2000 万年前から

現在までの地層群を

詳細に観察することが出来る

我が国でも有数の地域です。

本講座では秋田に

なぜ地下資源が存在するのかを

学び理解することを目的に、

関連する地層群を詳細に観察できる

男鹿半島で岩石・化石を

調査 / 観察実習します。

とくに、岩石の見方とそれから得られる

資源地質学的な情報の調査方法を

重点的に学ぶほか、

石油生産施設などを見学し、

秋田の地下資源を

より身近なものとして

理解できるよう実習します。

受講料　　 2,000 円
募集人数　30人 ( 一般 , 高校性 )
申込期間　9月 25 日 ( 金 ) まで　※土日祝日を除く

申込方法　電話・FAX・Eメール・社会貢献推進室窓口

当日は
観察実習があります！
お弁当を

ご持参下さい！

ー地層の観察から秋田の昔を探るー

バスにて移動します。

申込・問合せ先

秋田大学社会貢献推進室
TEL:018-889-2270 FAX:018-889-3194
Email:shakoken@jimu.akita-u.ac.jp

秋田大学ホームページ
http://www.akita-u.ac.jp/



講義数 時間 講義題 実施場所 講義概要

８：３０～８：４０ 開講式

８：４０～９：００ 講座概要説明

① ９：３０～９：４５ 原油採集施設見学 秋田市外旭川

１０：４５～１１：１０ 台島層、緑色凝灰岩と玄武岩

１１：２５～１１：５０ 西黒沢層、海綿化石

１３：０５～１３：４５
女川層、硬質泥岩と魚化石

（石油根源岩）

１４：００～１５：００
北浦層、砂岩・泥岩互層

（石油貯留岩）

④ １５：２０～１５：４０ 寒風山、火山と火口

１７：００～１７：１０ 閉講式
秋田大学

工学資源学部2号館
B３１２講義室

[会場案内図(手形キャンパス)]

●自家用車でお越しの方
手形キャンパス構内駐車場をご利用ください。路上駐車は
しないようお願いいたします。正門を入って左手の総合案
内所にて空いている駐車場をご確認願います。

●バスでお越しの方
秋田駅西口から手形キャンパスまで
所要時間約１０分（運賃１５０円）です。
▽路線：手形山経由大学病院線
▽乗場：秋田駅西口４番
▽下車：秋田大学前

●徒歩でお越しの方
秋田駅東口から手形キャンパスまで
所要時間約１５分（１．３ｋｍ）です。

平成２１年度秋田大学公開講座

[講義日程]
地球を調べ資源を考える―地層の観察から秋田の昔を探る―

　本講座の目的は、「秋田の大地の成
り立ちを知る」ことを通じて、地球と資源
の関わり合いを考えることにあります。
すなわち、男鹿半島の地質を調べるこ
とによって日本列島がどの様にして出
来たのか、なぜ秋田に地下資源が豊富
なのかを学びます。講座では、次のよう
なことを学びます。
　
1）どこに石油があるか
2）地層とは？
3）石の種類
4）石の特徴からわかる昔の環境
5）化石の採集とそれから分かること
6）石油を作る石、貯める石

これらの観察から「2000万年前から現
在までの秋田の環境変化と資源の形
成」を理解する手法を身に付けます。自
分の目と、一本のハンマ−から地球の
鼓動を聞き取る方法をたった一日です
が学んでみましょう。
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平成２１年度 秋田大学公開講座 受講申込書
平成 年 月 日

受 講 講 座 名 □「地球を調べ資源を考える
―地層の観察から秋田の昔を探る―」

※ 希望する講座に

レをつけてください。 〔９／２６〕

フリガナ

氏 名

年齢・性別 （ 歳） 男 ・ 女 ※ ○をお付けください。

職業又は勤務先
勤務先電話番号（差し支えない場合）：（ ） －

連 絡 先 等 現住所：〒□□□－□□□□
※差し支えない範囲で

ご記入ください。

自宅電話番号：（ ） －
ﾌ ｧ ｯ ｸ ｽ 番 号：（ ） －
携帯電話番号：（ ） －
電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：（ ）

公 開 講 座 の 案 内 に つ い て ① 郵送によるご案内希望
１．今後も送付を希望する

※該当する番号に○を ② 電子ﾒｰﾙによるご案内希望
お付けください。

２．希望しない ※ どちらか一方に○をお付けください。

以前に秋田大学の公開講座を受講したことが

過去の受講歴 □ある（ ） □ない

※「ある」とお答えの方は，講座名をご記入下さい。（分かる範囲で結構です）

備 考 欄

※ 受講料2,000円を添えて申し込み願います。

電話，ファックス又は電子メールでお申し込みの方は，後日，秋田大学社会貢献推進室の窓口，または開講式

の際に会場受付で納入願います。

【個人情報に関する取り扱いについて】

ご提供いただいた個人情報については，本講座に関するご連絡及び本学の社会貢献関連事業のご案内以外に

は使用いたしません。

申込先：〒０１０－８５０２ 秋田市手形学園町１－１

秋田大学社会貢献推進室

電 話：０１８－８８９－２２７０

ﾌｧｯｸｽ：０１８－８８９－３１９４

電 子ﾒｰﾙ：shakoken@jimu.akita-u.ac.jp
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